
平成 28年 度 事 業 報 告 書

法人の名称  NPO法 人 かわさき技術士センター

1 事業の成果
継続 して実施 している川崎産業振興財団との共催セ ミナーにおいて、新たな展
開があり、かわさき新産業創造センター (KBIC)での実施になった。KBICで は以
前から実習講座を実施 しているため、併せての支援事業になる。また、財団のワ
ンデイコンサルでの人材教育に関連 して、中小企業への技術相談や教育支援など

を実施することができた。

科学技術の普及に関する事業に関 しては、かわさき科学技術サロンの集まりに

参加 し、情報交換などを実施 した。また、環境関連の NPO法 人から、省エネ状況調
査資料の精査補助作業の依頼があり対応 した。

2 事業内容
⌒     (1)特定非営利活動に係る事業

① 起業を支援する事業
ア かわさき起業家オーディションを支援する事業
・内容     オーディション応募者の発掘と勧誘及び発表会に聴講参加 して

情報交換等を行った。
・ 日時     年 6回
・場所     川崎市産業振興会館
・従事者人員  23人 (交流会参加 21人 )
・対象者    オーディション発表者、その他多数
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ア 中小企業の技術教育などの支援
・ 内容     中小企業が抱える技術・経営課題等に関する相談を受ける。特に

川崎市中小企業サポー トセンターが行 うワンディ・コンサルティ
ングで実施 した。また、関連 して、中小企業からの要請に応えて、
技術相談や社員への研修会を実施 した。

。日時     通年
・場所     中小企業など
。従事者人員  4人
・対象者    中小企業者 多数
・費用額    281, 232円

イ 中小企業の技術教育などの支援
・内容     中小企業が抱える技術課題等に関する社員への技術教育支援 (ロ

ボット実習で学ぶ組込ソフ トなど)を 実施 した。
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。日時     平成 29年 2月 、 3月
・場所     かわさき新産業創造センター
・従事者人員  1人
・対象者    中小企業者 6人
・費用額    0円      ′

ウ セ ミナーの実施
・内容     中小企業の経営幹部、技術者等を対象に、技術 。経営等に

基礎的なテーマや最新のテーマのセミナーを実施した。



・ 日時     年 4回
・場所     かわさき新産業創造センター
・従事者人員  4人
・対象者    中小企業者など 20人
・費用額     97, 200円

工 かわさき中小企業技術支援ニュースの発行
・内容     技術・経営等に関する トピックスや基礎的事項の解 pll、 紹介等を

行 う。配布は紙媒体については川崎市産業振興財 lll事務所内やか

わさき起業家オーディション・ ビジネスアイデア市場会場等で配

布する。また、電子媒体 として、かわさき技術七センターのホー

ムページに掲載 した。
・ 日時     年 6回発行
・場所     法人事務所、川崎市産業振興会館他
・従事者人員  16人
・対象者    起業家、中小企業者、一般市民
・費用額    48, 000円

③ 技術の発展、継承、保存を支援する事業
ア エ場見学会
・内容     技術・経営等に関する情報収集と研鑽のために、工場見学を実施

した。

・ 日時      平成 28年 9月 14日
・ 場所     エ コ暮 らし未来館 とナ ノ医療イ ノベーシ ヨンセ ンターを見学      .
・従事者人員  2人
・対象者    会員 8人 、会員外  3人
・費用額    0円      ′

④ 科学技術の普及に関する事業
ァ    かわさき科学技術サロンヘの参加
・内容     科学技術に関する情報収集や情報交換等を行 うために、かわさき科

学技術サロンの集まりに参加した。

・ 日時     平成 28年 8月 ～平成 29年 3月 (3回 )
・場所     川崎市内の施設
・従事者人員  6人
・対象者    科学者・技術者、一般市民など多数
・費用額    0円

イ    環境関連資料の精査業務への支援
・内容     川崎市内事業所の省エネ状況調査資料の精査補助作業を実施した。
・ 日時     平成 28年 7月 ～平成 28年 10月
・場所     川崎市内の施設
。従事者人員  4人
・対象者    川崎市内事業者など多数
・費用額    243, 000円



活動計算書

平成28年4月 1日 から平成29年 3月 31日 まで

法人の名称 NPO法人かわさき技術士センター

1受取会費
正会員受取会費
受取入会金

2受取寄付金
受取寄付金

3事業収益
①起業を支援する事業収益

②中7         益
ア 技術・経営などの相談
イ 技術教育などの支援
ウ セミナーの実施

③技術の発展、継承、保存を支援する事業収益
④科学技術の普及に関する事業収益 (④ィ)

4その他収益
受取利息
経常収益計

経常費用
1事業費
(1)人件費
技術士業務報酬
支援ニュース(②工)
技術士業務報酬
①ア オーディション
①イ 起業家支援        ・
②ア 中小企業支援
②イ 技術教育などの支援
②ウ セミナーの実施

(2)で3t騎
関連資料の精査業務への支援

旅費交通費
消耗品費

事業費計
2管理費
(1)人件費
(2)その他経費
印刷製本費
会議費
旅費交通費
通信運搬費
備品消耗品費
租税公課
支払手数料
雑費

管理費計
経常費用計

当期正味財産増減額           ・

前期繰越収支差額

350,640
14,400
111,597

48,000

21,000

281,232

97,200
243,000

70,Oo0

13,026

35,424



貸借対照表
平成29年 3月 31日現在

法人の名称 NPO法人かわさき技術士センター

資産の部

1  流動資産
現金預金

未収金 (②、④ )

流動資産合計
2  固定資産
21 有形固定資産
什器備品

有形固定資産計

固定資産合計
資産合計

負債の部
1  流動負債
11 預り金(源泉税 )
12 未払金
流動負債合計

負債合計

正味財産の部

前期繰越正味財産
当期正味財産増減額

正味財産合計

負債及び正味財産合計

444,989

320,399

765.388

772.368

438 548

438,548

345,262
-11,442

It算書類の注記
1重要な会計方針

すF20日
 NPO法人会計基準協議会)によります。

さ額が事業収益になっています。
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什器備品∈口鋤 だけです。

1撃層危奪蓬罪誓需喜封 夏桐旨苦霊び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を



財産目録
平成29年 3月 31日現在

法人の名称 NPO法人かわさき技術士センター

科 目 金額

資産の部

流動資産

現金預金              ′

手元現金

横浜銀行普通預金

未収金

中小企業を支援する事業未収金 (②イ、ウ)

科学技術の普及に関する事業未収金 (④イ)

流動資産合計

固定資産

有形固定資産

什器備品

印鑑

有形固定資産計

固定資産合計

資産合計

負債の部

流動負債

預り金

源泉所得税預り金        .
未払い金

流動負債合計

固定負債

負債合計

正味財産

0

444,989

765,388

772,368

50,399

270,000

0

6,980

6,980

6,980

45,553

392,995

438,548

438,548

0

333,820


